
汗の染み込んだたすきをつないで�

　９月23日、さわやかな秋空の下で、第37回別海町駅伝競争大会兼第29回中学校駅伝競争大会・�
第５回女子駅伝競争大会が、西春別運動広場から町営陸上競技場までの６区間33.3㎞（中学・女�
子は８区間31.6㎞）、36チームが参加して熱戦を繰り広げました。�
　札幌・別海ふるさと会など、管外からも多くのチームが出場し大会を盛り上げました。�
各部優勝は次のとおり�
◯一般の部／釧路自衛隊バイアスロン、◯高校の部／中標津高校、◯中学校男子の部／中央中学�
校Ａ、◯中学校女子の部／中央中学校Ａ、◯女子の部／東北海道ＡＣなでしこ�
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�

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン�

　
第
二
十
三
回
別
海
町
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
十
月
七
日
、�

招
待
選
手
五
人
を
含
め
、
二
百
三
十
八
人
が
四
十
二
・
一
九
五
㎞�

を
力
走
し
ま
し
た
。�

　
今
大
会
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
男
子
優
勝
の
丸
山
選
手
は
、
歴
代�

二
位
の
二
時
間
十
六
分
三
〇
秒
で
ゴ
ー
ル
。
ま
た
こ
の
他
に
も
自�

己
新
記
録
が
続
出
し
、
ゴ
ー
ル
し
た
後
は
疲
れ
な
が
ら
も
満
足
そ�

う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。�

　
同
時
開
催
の
別
海
町
パ
イ
ロ
ッ
ト
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
、�

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
三
百
人
が
参
加
。�

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
一
時
間
後
に
ス
タ
ー
ト
し
、
市
街
地
を
一
周�

す
る
五
㎞
を
競
い
合
い
ま
し
た
。�

�
 

献
上
鮭
を
堪
能
　
　
　
　
　�

　
江
戸
幕
府
に
献
上
し
た
こ
と
で
有
名
な
鮭
の

お
祭
り
「
あ
き
あ
じ
ま
つ
り
」
が
十
月
八
日
、
本

別
海
の
別
海
漁
業
協
同
組
合
前
特
設
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
鮭
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
朝
の
十
時
前
か
ら
大
勢
の
人

が
集
ま
り
、
十
時
の
鐘
の
合
図
で
一
斉
に
販
売
。
一
人
で
五

本
、
十
本
と
ま
と
め
て
買
う
人
が
多
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売

　
り
切
れ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
会
場
で
は
、
針
金
を
輪
に
し
て
引
っ
か
け
て
釣
り
上
げ
る
「
ち
び

っ
子
サ
ケ
釣
り
大
会
」
、
約
三
十
ｍ
の
コ
ー
ス
に
蝿
た
た
き
を
ム
チ
に

し
て
ゴ
ー
ル
ま
で
た
ど
り
つ
か
せ
る
「
サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ
ー
」
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
れ
た
多
く
の
人
は
「
チ
ャ

ン
チ
ャ
ン
焼
き
」
や
「
あ
き
あ
じ
鍋
」な
ど
鮭
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
、
歌
謡
シ

ョ
ー
で
は
岸
千
恵
子
さ
ん
の
歌
と
踊
り
と
ト
ー
ク
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
　
　　�
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《招待選手／男子》�
丸山　　誠（佐川急便㈱）�

２時間16分30秒�

《一般参加者／女子》�
北澤麻依子（読売新聞）�
３時間04分08秒�

《一般参加者／男子》�
林　　真一（東京都・神宮AC）�

２時間29分37秒�

《健康マラソン優勝者》�
小学生男子　斉藤　翔夢（白 糠 町）�

小学生女子　圓山あずさ（標 茶 町）�

中学生男子　井上　陽介（釧 路 市）�

中学生女子　鹿内　綾乃（釧 路 市）�

高校生男子　長瀬　竜希（標 茶 町）�

高校生女子　久木野志保（釧 路 市）�

一 般 男 子　高橋　　栄（中標津町）�
一 般 女 子　富田　恵美（中 西 別）�

パイロットマラソン優勝者�

サケの串焼き

恒例のサ
ーモンダ

ービー

あきあじ鍋にチャンチャン焼き

岸
千
恵
子
さ
ん

サケの即売

捕
れ
た
ぞ
ー
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NEWSまちのできごと�まちのできごと�

11

海
難
無
事
故
三
千
日

十
月
九
日
、
野
付
漁
業
協
同
組

合
で
は
平
成
五
年
七
月
二
十
三
日

以
降
、
海
難
事
故
死
ゼ
ロ
三
千
日

を
達
成
し
、
社
団
法
人
・
北
海
道

漁
船
海
難
防
止
・
水
難
救
済
セ
ン

タ
ー
よ
り
、
海
難
事
故
死
ゼ
ロ
三

千
日
を
記
念
と
し
て
表
彰
状
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
尾
岱
沼
温
水
プ
ー
ル

で
「
三
千
日
達
成
記
念
海
難
防
止

講
習
会
」
が
開
か
れ
、
救
命
胴
衣

の
着
用
指
導
や
心
肺
蘇
生
法
を
学

び
、
こ
れ
か
ら
も
海
難
事
故
死
ゼ

ロ
の
記
録
更
新
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

十
月
二
十
五
日
、
町
制
施
行
三

十
周
年
と
総
合
庁
舎
落
成
記
念
式

典
が
新
庁
舎
内
で
関
係
者
百
五
十

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
佐
野
町
長
が
「
町

の
発
展
に
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

新
庁
舎
の
完
成
を
機
に
、
職
員
と

も
ど
も
意
を
新
た
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
る
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
庁
舎
町

民
ホ
ー
ル
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

前
庭
に
記
念
植
樹
、
続
い
て
庁
舎

の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
庁

舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
四

階
建
て
、
七
千
九
百
八
十
七
・
四

二
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
総
事
業
費

三
十
四
億
六
千
九
百
八
十
万
三
千

円
を
か
け
て
建
設
。
身
障
者
な
ど

に
優
し
い
ハ
ー
ト
ビ
ル
認
定
基
準

で
建
て
ら
れ
、
冷
暖
房
設
備
は
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ
の
蓄
熱
式
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
階
大
会
議

室
は
役
場
閉
庁
時
で
町
が
使
用
し

な
い
時
間
帯
は
、
各
種
会
議
や
サ

ー
ク
ル
活
動
に
開
放
い
た
し
ま
す
。

町
制
施
行
三
十
周
年
・
総
合
庁
舎
落
成
記
念
式
典
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全国大会「べつかい球友」1回戦突破

高松宮賜杯１部第45回全日本軟式野球全国大会が
９月21日から中標津町、別海町、標津町、羅臼町で
行われ、開催地枠で出場した別海選抜チーム「べつ
かい球友」が２回戦で敗れたものの初戦を勝ち、大
健闘しました。
「べつかい球友」は全国大会のために町内の各チ

ームから選ばれ構成され、６月から練習してきまし
た。
大会では１回戦和歌山県と対戦し、９回表まで０

対０。裏に２本のヒットで劇的なさよならゲームで
勝利をものにしました。２回戦は東京と対戦し、０
対２で惜敗しました。
池田主将は「この大会

で多くのことを学んだ。
別海のレベルが上がるこ
とを期待する」と満足そ
うな顔で話していました。

一般家庭にホームステイ

知的障害者施設
「柏の実学園」（学
園長平井貞夫）の
施設利用者を一般
家庭が受け入れる
ホームステイ促進
事業が８月22日か
ら９月29日まで10世帯の一般家庭で行われました。
この事業は、施設利用者と地域住民との相互の理

解を深め、施設利用者が在宅生活へ移行する基盤づ
くりをし、ノーマライゼーションの理念の促進を図
ることを目的としています。
施設利用者は、一般家庭の庭の草取り作業や一緒

に買い物に出かけたり、温泉に入ったり夕食を共に
しました。自然な形でふれあい、地域住民と理解を
深めました。

十
月
二
十
四
日
、
別
海
町
と
友

好
都
市
提
携
の
枚
方
市
（
大
阪
府
）、

同
市
と
友
好
都
市
関
係
に
あ
る
中

村
市
（
高
知
県
）、
塩
江
町
（
香
川

県
）、
名
護
市
（
沖
縄
県
）
の
三
市

二
町
に
よ
る
第
六
回
友
好
都
市
サ

ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
べ
つ
か
い
」
が
新
庁

舎
で
各
首
長
、
議
会
議
長
が
出
席

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
ち
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
、
お
互
い
が
力
を
合
わ
せ
て
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
共
同
事
業

や
交
流
事
業
で
と
も
に
発
展
を
図

る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
況
報
告
で
佐
野
別
海
町
長
は
、

「
個
性
的
で
力
強
く
生
き
生
き
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
友
好
都
市
の
交
流
と
協
力

に
よ
っ
て
英
知
を
結
集
し
、
活
性

化
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
枚
方
市
長
は
「
環
境
保
全
の

立
場
か
ら
交
流
を
さ
ら
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
。ま
た
歴
史
・

文
化
を
生
か
し
た
生
涯
学
習
、
若

い
人
た
ち
の
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
、
Ｎ
Ｐ
О
の
育
成
、
行

政
と
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
推
進
し
な
が
ら
、
同
じ
思
い

で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
塩
江
町
長
が
「
十
周

年
記
念
事
業
と
し
て
友
好
都
市
子

ど
も
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
交
流

の
輪
を
若
い
世
代
に
広
げ
、
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
」
と
、

サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
を
読
み
上
げ
、

五
首
長
が
宣
言
文
に
署
名
、
次
回

開
催
地
の
中
村
市
が
あ
い
さ
つ
し

閉
会
し
ま
し
た
。

3市2町で友好都市サミット

左から名護市助役、塩江町長、中村市助役、
枚方市長、別海町長
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遊
ぼ
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
in

べ
つ
か
い

十
月
二
十
一
日
、
町
内
の
九
地

区
が
集
ま
り
親
睦
と
交
流
を
深
め

る
「
遊
ぼ
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
in
べ
つ

か
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
種
目
は
、
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
駅
伝
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
六
種
目
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
下
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
各
地
区
か
ら

九
百
人
が
集
ま
り
、
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

「
総
合
」優
勝
／
別
海
、
二
位
／
西

春
別
駅
前
、
三
位
／
中
春
別

「
種
目
別
」野
球
／
別
海
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
／
別
海
、
駅
伝
／
別
海
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
／
別
海
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
／
中
西
別
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
／
別
海

全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
に
出
場

十
月
十
八
日
、
横
浜
市
で
全
国

女
性
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

北
海
道
を
代
表
し
て
別
海
消
防
団

に
所
属
す
る
女
性
消
防
団
員
九
名

が
女
性
消
防
隊
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
競
技
は
、
女
性
で
も
手
軽

に
取
り
扱
え
る
小
型
の
消
防
ポ
ン

プ
を
使
い
ホ
ー
ス
を
三
本
延
長
し
、

標
的
を
二
個
落
と
す
競
技
で
、
機

敏
で
正
確
な
動
作
を
必
要
と
す
る

こ
と
か
ら
五
月
か
ら
訓
練
を
始
め

大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
台
風
の
接
近
で
風

雨
の
な
か
競
技
が
行
わ
れ
、
結
果

は
、
各
都
道
府
県
代
表
四
十
七
隊

が
参
加
し
た
な
か
で
、
十
五
位
の

成
績
を
収
め
訓
練
の
成
果
を
十
二

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

町内在住で90歳を迎える方を祝う
「別海町長寿賞」を次の方々が受賞し、
記念品を添えて手渡されました。

竹花のりをさん
泉川74 明治44年９月28日生

佐藤喜久治さん
別海西本町52 明治44年10月7日生

土居　正雄さん
別海緑町106 明治44年10月19日生

糸氏　喜治さん
本別海９　明治44年10月11日生

近藤　みつさん
別海旭町230 明治44年10月21日生
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第34回古本市のお知らせ
皆さまから提供い

ただいた本を、安価
で販売し、その収益
金で図書館に本を寄
贈します。
小説・マンガなど、
いろいろなジャンル
の本がたくさんあり
ます。皆さまのご来
場をお待ちしていま
す。
◯と　き／11月25日a 午前10時～午後４時
◯ところ／別海町図書館エントランスホール
◯主　催／読書サークル東雲

臨時休館のお知らせ
毎年１回行っている蔵書点検のため、下記のとお

り休館いたします。皆さまには、大変ご迷惑をおか
けいたしますが、どうぞご了承ください。
なお、休館中は次のことにご協力ください。

¡本の返却は、玄関横の返却ポストをご利用くださ
い。

¡期間が過ぎて返却していない本がありましたら、
できるだけ早くお返しください。

◯休館期間／11月12日b～19日b
※11月12、19日は通常の休館日です。

◯内　　容／図書館の貸出、はくちょう号の巡回を
休みます。西・東公民館では、通常ど
おり貸し出しいたします。

問い合わせ／別海町図書館（1５－２２６６）

加賀家文書館の活動と入館状況
昨年７月に開館しました「郷土資料館附属施設加

賀家文書館」も、町内外からたくさんの方々がお越
しになり、好評をいただいています。
好評をいただいている理由は、古文書と調和のと

れた展示内容、そして、常駐している戸田峰雄調査
員のきめ細かい解説が上げられます。
さらに、今年度は、たくさんのみなさんにこの貴

重な資料に親しんでいただこうと「加賀家文書歴史
講座」「古文書解読講座」そして「特別展示会」など
を企画・実施しましたので、今まで知りえなかった別
海町の歴史を学ぶ機会を提供できたことと思います。
また、来館者の中では、加賀家文書の殆どを書き

残した３代目伝蔵の日記により明らかになった蝦夷
地種痘を行いアイヌ民族を救った江戸の医師、桑田
立斎のご子孫、賀来明子さん／馬渕春子姉妹など、
加賀家文書館では時代を越えた交流がすでに始まっ
ています。

◯加賀家文書館の入館状況（平成12年７月～平成13
年９月分）
総入館者数／2,610人

（個人／1,207人、団体／44団体1,403人）
地域別／町内2,231人、館内118人、管外176人、

道外85人

中春別小が総合優勝児童生徒研究発表大会
花に声をかけて育てる研究が最優秀賞

教育委員会では、町内の児童生徒が日頃の活動や
自由研究の成果を発表し合い、本町の教育活動の発
展向上に寄与する目的で、去る10月５日西春別小学
校・西春別中学校を会場に別海町児童生徒研究発表
大会を開催しました。成績は次のとおりです。
◯小学校の部［個人］
最優秀賞／「植物に声をかけて育てる研究」（中春別
小６年）友貞公宏、田中裕太、小野陽平
優秀賞／「別海の牛乳を利用して」（中春別小６年）
佐藤亜由美、小原由起、「シマフクロウについて」
（豊原小６年）阿部原野、「ゴミ問題」（野付小６年）
新濱淳美、小崎有香
努力賞／「バター実験」（豊原小６年）中西晴香、
「日本の絶滅しそうな動物」（野付小６年）武井はず
き、「しゃぼん玉の研究」（西春別小６年）小野亜理
沙、田中菜々美、渡辺麻衣
◯小学校の部［総合］
優勝／中春別小、２位／豊原小、３位／野付小

◯中学校の
部［個人］
最優秀賞／
「小さな子
どもたちと
の輪を広げ
よう」（上西
春別中３年）
中村さやか、
佐藤かおり、
青柳夕希、
山本めぐみ、
涌泉理奈
優秀賞／「10分でおいしい昼食」（上春別中３年）沼
倉俊介、谷川博幸、志田渡、「スポーツ選手のケガ」
（別海中３年）吉田直也
努力賞／「日本の方言」（上西春別中２年）浜田理沙、
渡辺彩花、渡辺真希、「スポーツに適した水分補給」
（上春別中３年）大竹美記枝、佐藤由希絵
◯中学校の部［総合］
優勝／上西春別中、２位／上春別中、３位／別海中

左から　葛西教育長、馬渕春子さん、秋葉實さん（加賀家文書解
読者）、賀来明子さん



チ� ビ� ッ� コ�

※10月3日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

11 月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院総務担当  15-2311（内線201）�

11

ま　な�

富崎　茉奈ちゃん�
（忠相）�

ま　お�

村上　真央ちゃん�
（徹）�

渡會　一真くん�
（泰二）�

かず  ま  

もも  か   

本田　桃香ちゃん�
（政利）�

た　か�

佐藤　多香ちゃん�
（理之）�

　　　　　小児神経外来�

11月９日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

11月12日b～11月13日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

11月26日b～11月27日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　新谷　朋子医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

11月１日e～11月２日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

11月15日e～11月16日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　南辻　泰志医師�

�

　　　　　外科・整形外科�

　外科診療は、毎日午前のみ診療しています。�

整形外科診療は、毎日午後のみ診療していま�

す。薬は、診療時だけしか処方せんが出ませ�

んので注意願います。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�

�

　  　  病院職員の募集について�

　町立別海病院では、看護婦（士）を募集し�

ています。�

　受付は随時行っていますので、病院事務課�

総務担当までお問い合わせください。�
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9 11

しゅう や�

竹田　修哉くん�
（優司）�

そう  た  

前川　颯汰くん�
（浩）�

の　の　か�

　富野乃花ちゃん�
（邦彦）�

なる  む   

h山　成夢くん�
（誠）�

12月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

3�

4�

〃�

6�

〃�

7�

11�

〃�

12�

13�

18�

19�

20�

〃�

21

月�

火�

〃�

木�

〃�

金�

火�

〃�

水�

木�

火�

水�

木�

〃�

金�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

10：30～12：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

10：00～12：00�
16：00～17：00�

12：30～13：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

11：00～12：30�

９：30～11：00�

10：00～11：30�
13：00～15：00�

12：30～13：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

母子健康センター�

町 立 別 海 病 院�

東 公 民 館�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

上春別地域センター�

西春別ふれあいセンター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

乳 幼 児 相 談�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

母 親 教 室�

４ ヵ 月 健 診�

乳 幼 児 相 談�

母 親 教 室�

３ 才 児 健 診�

１ 才 半 健 診�

1才3ヵ月歯磨き教室�

母 親 教 室�

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

わたる�

時野　　航くん�
（克巳）�

ゆ　り�

山田　結理ちゃん�
（恭嗣）�
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平
成
十
四
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
は
平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
で
す
。�

　
町
内
に
住
ん
で
い
て
も
、住
民
登
録

を
し
て
い
な
か
っ
た
り
、住
民
登
録
し

て
も
実
際
に
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
な

い
と
い
う
方
な
ど
は
、名
簿
か
ら
漏
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
育
委

員
会
学
校
教
育
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。�

�

別
海
小
学
校
＝
十
一
人�

伊
藤
江
里
奈（
秀
則
）遠
藤
雪
乃（
浩
史
）

大
橋
丈
一
朗（
丈
晴
）相
馬
美
里（
範
康
）

b
橋
佑
太（
定
春
）天
神
一
磨（
保
）中
島

彩
香（
憲
明
）新
井
田
順
光（
隆
一
）早
瀬

一
貴（
康
宏
）村
山
凌
太（
朋
己
）山
崎
裕

也（
裕
）�

野
付
小
学
校
＝
十
八
人�

阿
部
凪
彩（
広
幸
）伊
勢
あ
か
り（
明
）大

久
保
隼
斗（
広
明
）大
森
龍
馬（
信
義
）勝

木
翔（
功
）川
嶋
貴
一（
栄
一
）齋
藤
比
奈

乃（
博
）佐
藤
裕
心（
祥
悦
）島
崎
透（
敏
勝
）

新
濱
愛
由（
誠
）新
濱
庸
平（
良
一
）瀧
尾

千
穂（
昌
勝
）伊
達
秋
広（
博
之
）冨
田
滉

人（
教
人
）中
澤
友
成（
賢
）西
山
拓
志（
和

明
）蝋
山
裕
之（
一
之
）大
森
裕
也（
伸
一
）�

上
風
連
小
学
校
＝
十
二
人�

青
山
南（
晃
彦
）梅
内
沙
耶
花（
正
一
）河

嶋
茜（
秀
雄
）木
下
美
月（
良
博
）古
賀
和

基（
か
つ
代
）佐
藤
健
太（
正
美
）佐
藤
大

亮（
敏
行
）畠
山
政
貴（
政
彦
）本
田
夢
花

（
憲
一
）村
松
玲（
幸
代
）森
重
翼（
誠
）山

屋
歩
夢（
信
雄
）�

中
西
別
小
学
校
＝
七
人�

今
西
由
香
里（
隆
一
）岩
本
勝
紀（
政
治
）

小
島
桜
垂（
陽
成
）佐
藤
智
彦（
富
士
夫
）

丹
羽
沙
耶
伽（
博
文
）馬
場
翔
太
郎（
慶
典
）

福
本
修
弥（
貴
弘
）�

別
海
中
央
小
学
校
＝
六
十
二
人�

青
木
千
歩（
裕
幸
）青
柳
美
里（
茂
）穴
澤

和
也（
智
）池
田
北
斗（
克
彦
）池
田
遼
祐

（
和
紀
）石
川
小
春（
誠
）石
田
真
紀（
敦
）

伊
藤
友
唯（
一
男
）伊
藤
由
嗣（
一
成
）稲

村
怜
奈（
和
典
）猪
俣
遥（
健
児
）今
井
俊

作（
優
次
）浦
山
果
歩（
吉
人
）大
越
千
賀

子（
範
人
）小
椋
智
世（
芳
一
）小
山
内
杏

那（
裕
一
）小
田
猛（
和
博
）小
野
友
也（
昌

昭
）梶
原
太
一（
好
晴
）金
井
彩
花（
欣
也
）

金
子
継
実（
勝
）河
原
侑
希（
慎
二
）草
間

梨
央（
志
生
）倉
岡
響（
徹
）倉
澤
大
夢（
盛
）

小
林
沙
生（
敏
之
）今
野
未
来（
健
一
）酒

井
宏
人（
貴
宏
）佐
々
木
遥
香（
勉
）佐
藤

翔
人（
健
二
）佐
藤
壮（
光
一
）佐
藤
茉
梨

奈（
朗
）三
戸
優
衣（
俊
人
）島
田
智
明（
美

明
）鈴
木
翔
太（
富
久
）角
田
川
幹
太（
正
）

外
村
凪（
浩
）外
村
真
愛（
武
）大
道
駿
太

郎（
哲
也
）高
橋
純
平（
康
之
）高
橋
莉
衣

（
伸
幸
）滝
吉
健
一（
洋
一
）田
中
友
基（
貴

司
）田
畑
亜
沙
美（
吉
伸
）塚
田
華
菜（
俊

広
）中
村
ゆ
り
香（
保
彦
）登
惣
一
朗（
義

直
）橋
場
赴
太（
直
也
）林
優
吾（（
茂
雄
）

羽
山
麻
衣
子（
純
一
）福
澤
紗
永（
哲
也
）

星
あ
ゆ
み（
和
利
）掘
瑞
貴（
薫
）丸
山
孝

平（
敏
明
）水
本
恵（
秀
司
）武
藤
将
貴（
一
）

村
山
憧
真（
尚
哉
）山
口
陽
子（
寿
）横
田

明
希（
明
百
合
）渡
邊
健
人（
洋
一
）郡
司

祐
貴（
英
幸
）�

中
春
別
小
学
校
＝
六
人�

金
子
章（
由
弥
子
）河
合
里
咲（
正
一
）島

崎
和
成（
清
）角
田
能
基（
優
一
）内
藤
禎

紀（
訓
）宮
森
美
都（
伸
敏
）�

美
原
小
学
校
＝
二
人�

金
子
弥
樹（
奈
保
子
）田
中
伸
弥（
克
好
）�

豊
原
小
学
校
＝
三
人�

木
原
裕
貴（
誠
）酒
井
春
菜（
孝
樹
）南
澤

皓
平（
斎
）�

西
春
別
小
学
校
＝
七
人�

飯
塚
咲
希（
久
子
）亀
井
洸
希（
龍
夫
）齋

藤
俊
介（
賢
一
）瀬
谷
基
浩（
浩
三
）丹
治

悠
乃（
富
士
夫
）塚
原
杏（
恵
一
）藤
岡
威

吹（
誠
一
）�

上
西
春
別
小
学
校
＝
二
十
五
人�

新
井
亜
美（
一
夫
）岩
佐
勇
弥（
雅
恵
）岩

筋
智
美（
美
伸
）大
澤
征
矢（
武
史
）沖
田

望（
守
）角
野
裕
貴（
昭
彦
）河
原
勇
次（
昭

彦
）斉
藤
雅
也（
順
子
）坂
井
郁
哉（
一
明
）

佐
藤
靖
希（
文
司
）佐
藤
百
華（
恵
二
）信

夫
大
志（
重
勝
）島
田
真
実（
裕
一
）庄
司

麻
美（
豊
）関
口
和
也（
廣
）中
島
康
煕（
義

之
）西
浦
祥
央（
英
治
）藤
本
彩
華（
勝
敏
）

本
田
玲
奈（
美
喜
）牧
香
菜
子（
秀
明
）松

川
沙
織（
浩
三
）森
章
人（
知
也
）安
田
寛

希（
弘
和
）a
田
楓（
貴
男
）小
林
悠
斗（
政

幸
）�

上
春
別
小
学
校
＝
五
人�

安
達
茉
奈（
広
益
）金
川
翔
也（
誠
）長
尾

優
香（
龍
心
）細
谷
将
馬（
博
之
）堀
愛
実

（
章
）�

光
進
小
学
校
＝
四
人�

江
崎
貴
弥（
真
澄
）東
海
林
友
裕（
守
）福

岡
愛
耶
香（
昭
雄
）　
木
新
之
助（
順
）�

��  

連
絡
先
／
別
海
町
教
育
委
員
会�

　  

　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
課�

  

1
５
―
２
１
１
１（
内
線
３
６
１
１
）�

平成14年度�
　　入学児童�162人�

おめでとう�
新１年生�
おめでとう�
新１年生�
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平
成
十
四
年（
第
五
十
四
回
）別
海
町

成
人
式
は
、一
月
七
日（
月
）に
別
海
町

中
央
公
民
館
で
、午
後
一
時
三
十
分
か

ら
挙
行
さ
れ
ま
す
。�

　
町
教
育
委
員
会
で
は
九
月
末
現
在
で

住
民
登
録
に
よ
り
調
査
し
た
結
果
、次

の
と
お
り
百
五
十
三
名
が
該
当
し
て
い

ま
す
。�

【
対
象
者
】�

◯
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方�◯
別
海
町
居
住
者�

◯
町
外
転
出
者
の
う
ち
、冬
休
み
等
で

帰
省
し
、当
日
成
人
式
に
出
席
す
る
方�

�

　
記
載
漏
れ
及
び
参
加
希
望
の
方
は
、

十
一
月
九
日（
金
）ま
で
、教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
青
少
年
教
育
担
当（
内
線

３
７
１
２
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
々

に
つ
い
て
は
、後
日
改
め
て
案
内
文
書

を
発
送
致
し
ま
す
。�
�

別
海
＝
下
栃
棚
聖
、田
隈
織
音
、天
神
正

子
、野
田
小
百
合
、和
田
美
樹
、加
藤
美
春
、

佐
藤
亜
希
子
、椎
木
孝
、目
黒
由
香
、久

保
田
幸
子
、酒
井
和
哉
、伊
藤
哲
也
、磐

渕
勇
斗
、久
保
利
め
ぐ
み
、近
藤
留
美
子
、

佐
藤
牧
美
、佐
藤
未
和
子
、末
廣
美
鈴
、

永
井
和
也
、西
村
香
奈
美
、半
田
剛
、松

浦
文
敏
、松
澤
美
恵
、南
麻
寿
香
、山
崎

紗
弥
香
、横
田
明
美
、渡
邊
育
巳
、飯
沼

圭
介
、岡
市
早
苗
、近
内
裕
美
、島
崎
陽
介
、

山
本
祥
子
、渡
邊
理
子
、小
野
寺
宏
誠
、

谷
川
里
奈
、猫
塚
尚
之
、松
田
千
郷
、矢

川
浩
市
、山
田
祥
子
、石
本
美
幸
、小
椋

香
奈
、鎌
田
紀
恵
、齋
藤
勇
吾
、下
地
崇
雅
、

丹
羽
紗
恵
子
、吉
田
圭
介
、佐
藤
明
子
、

中
澤
賢
吾
、日
當
忠
久
、丹
羽
夏
江
、松

井
香
織
、松
田
慎
吾
、目
黒
章
郎�

中
西
別
＝
小
林
博
樹
、桜
井
純
、高
橋
久

雄
、中
鉢
洋
樹�

奥
行
＝
中
辻
萌
、水
沼
ま
ゆ
み�

本
別
海
＝
今
井
大
輔
、大
須
賀
一
城
、道

又
茂
史�

中
春
別
＝
田
原
晴
美
、溝
口
直
人
、山
口

良
浩
、岡
村
梨
沙
、小
玉
聡�

豊
原
＝
林
貞
勝�

美
原
＝
尾
形
愛
、竹
内
良
浩
、長
野
清
志
、

橋
本
健
太
郎
、松
浦
由
香
里�

大
成
＝
佐
藤
雄
太
、菅
野
孝
徳
、保
田
理

代
子�

本
別
＝
北
野
日
出
、中
垣
大
輔�

西
春
別
＝
相
場
英
臣
、芦
田
祐
輔
、板
垣

寿
、川
口
万
梨
、小
森
啓
介
、齊
藤
俊
英
、

坂
本
晴
樹
、佐
藤
愛
子
、佐
藤
健
二
、佐

藤
美
幸
、滝
本
悠
、角
田
圭
司
、角
田
里
佳
、

二
色
研
介
、藤
本
治
、堀
江
直
樹
、山
田

健
治
、渡
部
数
文
、渡
邊
広
樹
、渡
辺
大
志
、

河
田
美
佐
、星
野
真
二
、佐
藤
丈
夫
美
、

林
千
恵
美
、松
實
智
子�

西
春
別
駅
前
＝
市
場
佳
世
、齋
藤
良
太
、

森
下
さ
く
ら
、渡
邊
恵
美
、柿
本
幸
、中

岡
祐
樹
、古
畑
啓
明
、金
本
浩
之
、長
谷

川
雅
士
、濱
田
雅
紀
、白
幡
佳
奈
子
、冨

田
亜
希
子
、遠
藤
浩
史
、合
田
美
智
子
、

佐
藤
祐
司
、坪
井
裕
美
、東
原
史
明
、前

西
早
苗�

泉
川
＝
池
田
雅
俊
、岩
崎
翔
子
、高
橋
美

樹
、前
西
裕�

上
春
別
＝
石
川
恵
義
、石
本
大
輔
、大
西

元
樹
、岸
本
卓
也
、佐
藤
か
ず
み
、土
屋

宏
太
、佐
々
木
浩
二�

床
丹
＝
小
貫
敦
、小
西
沙
織
、b
橋
智
之
、

山
本
圭
一�

尾
岱
沼
＝
戸
田
郁
雄
、安
達
隼
人
、安
達

祐
樹
、伊
勢
健
、小
崎
将
太
、佐
々
木
幸
則
、

山
口
千
春
、蝋
山
珠
枝
、池
田
竜
太
、石

立
篤
邦
、大
高
や
よ
い
、白
土
一
樹
、富

崎
早
苗�

上
風
連
＝
青
山
飛
鳥
、安
部
由
佳
里
、大

橋
友
美
、早
坂
美
穂�

おめでとう�
　平成14年の新成人� 86名�男性� 67名�女性�

、�
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高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
の

登
録
・
閲
覧
制
度

登
録
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
と
す
る

「
家
賃
債
務
保
証
制
度
」
が
十
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◯
登
録
・
閲
覧
制
度

高
齢
者
の
方
が
安
心
・
円
滑
に
入
居
で

き
る
賃
貸
住
宅
の
情
報
を
広
く
入
手
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

賃
貸
住
宅
の
貸
主
は
、
知
事
又
指
定

登
録
機
関
に
高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て

円
滑
に
入
居
で
き
る
賃
貸
住
宅
（
高
齢

者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
）
の
登
録
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
情
報
は
、
道
庁
ま
た
は
指
定
登

録
機
関
の
窓
口
等
で
、
誰
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◯
家
賃
債
務
保
証
制
度

登
録
住
宅
の
貸
主
、
入
居
を
希
望
す

る
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
制
度
で
、
入

居
し
た
高
齢
者
が
家
賃
を
滞
納
し
た
場

合
、
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が
家

賃
の
債
務
保
証
（
六
カ
月
を
限
度
）
を

行
い
ま
す
。

・
貸
主
が
最
初
に
行
う
手
続
き

高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
と
基
本

契
約
を
締
結
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
保
証
利
用
希
望
の
際
の
手
続
き

①
入
居
申
し
込
み
の
際
に
、
同
時
に
、

高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
に
家
賃
債

務
保
証
の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

②
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が
月
額

家
賃
（
共
益
費
、
管
理
費
を
含
む
）
の

六
カ
月
を
限
度
に
家
賃
の
支
払
債
務
を

保
証
し
ま
す
。

③
月
額
家
賃
の
三
十
五
％
に
相
当
す
る

額
を
、
二
年
間
分
の
保
証
料
と
し
て
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
建
設
部
建
築
指

導
課
（
1
０
１
１
―
２
３
１
―
４
１
１

１
内
線
２
９
―
４
６
３
）

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

新
し
く
な
り
ま
す

平
成
十
四
年
一
月
（
平
成
十
三
年
分

の
確
定
申
告
）
か
ら
、
所
得
税
の
確
定

申
告
書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

・
現
行
の
申
告
書
を
Ａ
・
Ｂ
の
二
種
類

に
統
合
し
、
分
離
課
税
用
申
告
書
や
損

失
申
告
書
、
修
正
申
告
書
を
別
表
化
し

ま
し
た
。

・
確
定
申
告
の
用
紙
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
判

に
改
め
、
用
紙
を
二
枚
に
し
、
記
載
欄

を
で
き
る
だ
け
簡
素
化
し
ま
し
た
。

・
申
告
書
の
文
字
を
大
き
く
、
見
や
す

く
し
ま
し
た
。

・
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
申
告
書

の
書
き
方
と
一
体
に
な
っ
た
計
算
欄
を

設
け
、
手
引
き
の
中
で
所
得
金
額
な
ど

の
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

※
申
告
書
の
様
式
は
、
税
務
署
や
役
場

税
務
課
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
札
幌
国

税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sapporo.nta.go.jp

に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
税
務
署
（
1
０
１

５
３
２
―
３
―
３
２
６
１
）

子
育
て
相
談
の
ご
案
内

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
方
・
子
ど
も

と
波
長
が
あ
わ
な
い
と
思
っ
て
い
る

方
・
も
っ
と
子
育
て
を
楽
し
み
た
い
方

な
ど
、
子
育
て
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
家
が
丁
寧
に
ア

ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

◯
日
時
／
十
一
月
二
十
二
日
（
木
）

◯
場
所
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー

◯
相
談
員
／
道
立
太
陽
の
園
　
寺
田
憲

夫
氏

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
／
町
民
保
健

セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
担
当
（
1
５
―
０

３
５
９
）

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
へ

次
の
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◯
平
成
五
年
四
月
二
日
以
降
に
戦
傷
病

者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
又
は
同
日
以
降

じ
後
重
症
に
よ
り
第
五
款
症
以
上
の
戦

傷
病
者
等
と
な
ら
れ
た
方
の
妻
で
あ
っ

て
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
に
お
い
て

戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫
が
第
五
款
症
以

上
の
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
方
。

（
額
面
十
五
万
円
（
軽
症
者
半
額
）、
五

年
償
還
の
国
債
）

◯
平
成
八
年
五
月
に
最
終
償
還
を
迎
え

た
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
妻
で
あ
っ

て
、
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫
が
平
成
五

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
八
年
九
月
三
十

日
ま
で
の
間
に
公
務
傷
病
以
外
の
原
因

に
よ
り
死
亡
（
平
病
死
）
さ
れ
た
方
。

（
額
面
五
万
円
、
五
年
償
還
の
国
債
）

◯
請
求
期
間
／
平
成
十
六
年
九
月
三
十

日
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
担
当
（
内
線

１
３
１
２
）

弁
護
士
が
お
答
え
し
ま
す

弁
護
士
が
財
産
や
離
婚
、
生
計
、
人

権
な
ど
法
律
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

暮
ら
し
の
中
に
は
、
様
々
な
心
配
ご

と
な
ど
の
問
題
が
あ
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ

な
法
律
問
題
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
弁

護
士
に
相
談
す
る
こ
と
が
最
も
良
い
方

法
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
内
容
は
秘

密
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◯
日
時
／
十
一
月
二
十
日
（
火
）
午
後

一
時
〜
四
時

◯
会
場
／
役
場
一
階
一
○
四
会
議
室

※
相
談
を
す
る
方
は
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
民
生
活

担
当
（
内
線
１
２
１
２
）
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町の花　センダイハギ�

「
別
海
町
生
涯
学
習
大
学
」

十
一
月
開
校

講
義
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
、
ど

の
日
で
も
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
。
会
場
は
い
ず
れ
も
「
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
館
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
又
、
詳
し

い
内
容
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
願
い
ま
す
。

◯
十
一
月
四
日
（
日
）
午
前
十
時
三
十

分
〜

・
根
釧
原
野
の
大
自
然
を
紹
介

・
個
人
庭
園
か
ら
町
並
み
形
成
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス

◯
十
一
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十

分
〜

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
生
六
十
三
年
〜
活

動
体
験
か
ら
「
生
き
る
」

◯
十
一
月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
三

十
分
〜

・
健
康
づ
く
り
講
演
会
〜
現
代
病
を
生

き
る
（
共
催
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
）

・
南
米
ボ
リ
ビ
ア
音
楽
の
演
奏
と
ト
ー

ク
／
グ
ル
ー
プ
名
ニ
ナ
マ
ル
カ

◯
十
一
月
二
十
日
（
水
）
〜
二
十
二
日

（
金
）
三
日
間
／
午
前
十
時
三
十
分
〜

・
パ
ソ
コ
ン
講
座
／
文
字
入
力
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
、
年
賀
状
作
成
等

◯
十
一
月
三
十
日
（
金
）
午
後
一
時
三

十
分
〜

・
海
外
酪
農
研
修
報
告
〜
別
海
高
校

「
酪
農
科
」「
特
別
専
攻
科
」
の
生
徒
に

よ
る
発
表

問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
メ
デ
ィ
ア
推

進
室
（
内
線
２
５
１
２
）

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？検

察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用

は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
検
察
審
査
会
事
務

局
（
1
０
１
５
４
―
４
１
―
４
１
７
１

内
線
３
４
１
）

行
政
相
談
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す

役
所
の
仕
事
や
説
明
に
納
得
で
き
な

い
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し
て
ほ

し
い
な
ど
の
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
、

行
政
相
談
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
行
政
相
談
委
員
は
、
佐
藤
ス
ミ
子
さ

ん
で
す
。（
別
海
１
３
１
の
８
９
1
５

―
２
４
４
０
）

※
釧
路
行
政
評
価
分
室
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

・
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」（
1
０
１

５
４
―
２
３
―
１
１
０
０
）

問
い
合
わ
せ
／
町
民
生
活
担
当

（
内
線
１
２
１
１
）

新
庁
舎
にお

天
気
カ
メ
ラ
を
設
置

役
場
新
庁

舎
屋
上
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
釧
路
放

送
局
で
お
天

気
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
、

別
海
町
の
町

並
み
を
全

国
・
全
道
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
メ
ラ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
釧
路
放
送

局
か
ら
電
話
回
線
を
利
用
し
て
遠
隔
操

作
し
、
撮
影
さ
れ
た
映
像
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
釧

路
放
送
局
に
送
ら
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送

設
備
を
経
て
皆
さ
ん
の
家
庭
に
届
け
ら

れ
ま
す
。

※
カ
メ
ラ
の
映
像
は
次
の
番
組
な
ど
の

な
か
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

朝
の
「
お
は
よ
う
日
本
」、「
お
は
よ
う

北
海
道
」

・
衛
生
第
一

午
後
の
「
日
本
列
島
ふ
る
さ
と
発
」

別
海
町
総
合
庁
舎

「
大
会
議
室
を
一
般
開
放
」
し
ま
す

十
一
月
一
日
（
木
）
か
ら
、
次
の
要

領
に
よ
り
「
大
会
議
室
の
一
般
開
放
」

を
試
行
い
た
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
す

る
「
住
民
・
団
体
等
」
は
、
申
込
書
又

は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
総
務
課
総
務
防
災

担
当
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
／
別
海
町
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
団
体
、
町
内
会
、
福
祉
団
体
及
び
産

業
団
体
等
が
開
催
す
る
会
議
等
（
サ
ー

ク
ル
活
動
含
む
）
で
町
長
が
認
め
た
も

の
。

※
申
し
込
み
後
、
急
遽
、
町
で
使
用
す

る
時
は
日
程
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
対
象
外
／
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
を

目
的
と
す
る
会
議
等
。
営
業
活
動
や
営

利
を
目
的
と
す
る
会
議
等
。

○
使
用
時
間
／
役
場
〝
閉
庁
時
〞
の
町

で
使
用
し
な
い
時
間
帯
と
し
ま
す
。
月

曜
日
〜
金
曜
日
は
午
後
七
時
〜
午
後
十

時
ま
で
。
土
、
日
曜
日
及
び
祝
日
は
午

前
九
時
〜
午
後
十
時
ま
で
。

○
遵
守
事
項
／
会
議
室
は
、
禁
酒
禁
煙

で
す
。
使
用
し
た
備
品
、
ゴ
ミ
は
警
備

員
の
指
示
に
従
い
処
理
願
い
ま
す
。

○
使
用
料
／
無
料

○
申
し
込
み
期
限
／
原
則
使
用
日
の
二

週
間
前
ま
で
に
、
申
込
書
又
は
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、

使
用
の
目
的
、
申
込
者
、
使
用
者
及
び

連
絡
先
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
総

務
防
災
担
当
（
内
線
２
１
１
１
）
Ｆ
Ａ

Ｘ
５
―
０
３
７
１
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おめでた・おくやみ�
（９月１日から９月30日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u横山　知花ちゃん（女）勝　一（中　西　別）�
　u小島　風太ちゃん（男）　直　（西春別駅前）�
　u前西　大暉ちゃん（男）康　男（西春別駅前）�
　u　口　香菜ちゃん（女）一　弘（西春別駅前）�
　u中村　舞耶ちゃん（女）一　平（西春別駅前）�
　u小川翔太郎ちゃん（男）綾太郎（西　春　別）�
　u伊藤　魁音ちゃん（男）宏　和（西春別駅前）�
　u福原　拓巳ちゃん（男）秀　則（本　別　海）�
　u水足　哲郎ちゃん（男）　淳　（上　春　別）�
　u村上　　稜ちゃん（男）　晃　（別　　　海）�
　u井畑　定竜ちゃん（男）定　順（別　　　海）�
　u長谷川　舜ちゃん（男）敏　彦（西春別駅前）�
　u目黒　結音ちゃん（女）雅　明（中　春　別）�
　u山桑　海咲ちゃん（女）貴　光（別　　　海）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u和賀　浩一・谷口　真奈さん　（別　　　海）�
　u瀬下　陽介・疋田　尚子さん　（上　風　連）�
　u篠田　勝治・照山　英子さん　（中　春　別）�
　u安達　隼人・友貞　麻美さん　（尾　岱　沼）�
　u三栖　　陽・阿部　葉子さん　（西　春　別）�
　u杉本　拓也・丸井　亜弓さん　（西春別駅前）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s清水　貞男さん　（４４歳）　（床　　　丹）�
　s　　　操子さん　（６７歳）　（美　　　原）�
　s道又　　昭さん　（７１歳）　（本　別　海）�
　s松井松三郎さん　（８４歳）　（豊　　　原）�
　s石井　　忍さん　（１６歳）　（西　春　別）�
　s中出　一生さん　（３７歳）　（別　　　海）�
　s古賀　昭彦さん　（４３歳）　（上　風　連）�
　s岡田　　勝さん　（８６歳）　（別　　　海）�
　s村上ミツ子さん　（６６歳）　（泉　　　川）�
　s門脇　清信さん　（８１歳）　（奥　　　行）�
　s藤山　　一さん　（７７歳）　（別　　　海）�
　s菊地　タキさん　（８０歳）　（別　　　海）�
　s森本　正清さん　（８４歳）　（別　　　海）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

町の花　センダイハギ�

平
成
十
四
年
度

お
年
玉
付
年
賀
葉
書
発
売
中

郵
便
局
で
は
平
成
十
四
年
度
用
の
お

年
玉
付
年
賀
葉
書
を
十
一
月
一
日（
木
）

よ
り
発
売
中
で
す
。
種
類
は
無
地
の
再

生
紙
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
（
各
五
十

円
）、
寄
付
金
付
の
絵
入
り
三
種
類
（
各

五
十
五
円
）
の
他
新
た
に
寄
付
金
無
地

の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
（
五
十
三
円
）

が
登
場
し
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
八
十
五
周
年

「
か
ん
ぽ
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ア
」実
施
中

簡
易
保
険
創
業
八
十
五
周
年
を
記
念

し
て
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
簡
易
保

険
に
ご
契
約
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま
を

対
象
に
抽
選
で
合
計
一
千
名
の
皆
さ
ま

に
ふ
る
さ
と
小
包
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た

し
ま
す
。

応
募
用
紙
は
セ
ー
ル
ス
パ
ー
ソ
ン
が

簡
易
保
険
に
ご
契
約
い
た
だ
い
た
際
お

渡
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

自
賠
責
保
険
募
集
の

取
り
扱
い
開
始
に
つ
い
て

郵
便
局
で
も
バ
イ
ク
（
二
百
五
十
ｃ

ｃ
以
下
の
も
の
に
限
る
）
の
自
賠
責
保

険
の
代
理
店
業
務
を
取
り
扱
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

自
賠
責
保
険
は
法
律
に
よ
り
、
す
べ

て
の
自
動
車
（
バ
イ
ク
を
含
む
）
及
び

原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
す
る
場
合
に

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
で

す
。

技
能
通
信
生
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

通
信
講
座
は
、
職
業
生
活
の
安
定
・

充
実
の
た
め
の
基
礎
的
・
専
門
的
知
識

を
系
統
的
に
「
い
つ
、
ど
こ
で
も
、
働

き
な
が
ら
」
学
べ
、
技
術
の
向
上
と
技

能
士
の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◯
受
講
資
格
／
実
務
経
験
の
あ
る
方

◯
訓
練
科
目

・
一
級
／
配
管
、
建
築
、
大
工
、
機
械

加
工
な
ど
八
科
目

・
二
級
／
機
械
審
査
、
建
設
機
械
、
塗

装
な
ど
二
十
三
科
目

◯
受
講
期
間
／
標
準
一
年
間

◯
受
付
期
間
／
通
年

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
職
業
能
力
開
発
促

進
セ
ン
タ
ー
（
1
０
１
５
４
―
５
７
―

８
１
１
４
）

自
衛
隊
生
徒
募
集

◯
募
集
期
間
／
十
一
月
六
日
〜
平
成
十

四
年
一
月
五
日

◯
募
集
資
格
／
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
）

十
五
歳
以
上
〜
十
七
歳
未
満
の
男
子

◯
試
験
日
／
平
成
十
四
年
一
月
六
日

（
日
）（
一
次
）

問
い
合
わ
せ
／
帯
広
地
方
連
絡
部
中
標

津
募
集
事
務
所
（
1
２
―
０
１
２
０
）
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◆
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

秋
風
が
吹
く
た
び
に
樹
木
の
葉
が
落
ち
、

夕
暮
れ
も
早
く
な
り
朝
夕
め
っ
き
り
と

冷
え
込
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
い

よ
い
よ
ス
ト
ー
ブ
の
季
節
到
来
。
ま
た
、

峠
な
ど
で
は
初
雪
も
降
り
は
じ
め
冬
支

度
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
▽
十
月
十

五
日
よ
り
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
職
員
も
慣
れ
な
い
せ

い
か
落
ち
着
か
な
い
感
じ
で
毎
日
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
不
安

を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
今
し
ば

ら
く
お
時
間
を
く
だ
さ
い
。
▽
広
報
誌

に
掲
載
さ
れ
た
各
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
を

差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
統
計
広
報
担
当

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
内
線
２
１
１

６
）

（
Ｋ
）

◆
三
十
周
年
と
庁
舎
落
成
の
記
念
式
典

が
開
か
れ
、
庁
舎
前
に
苗
木
が
植
樹
さ

れ
た
。
写
真
を
撮
る
と
き
、
こ
の
木
は

退
職
す
る
と
き
、
ど
こ
ま
で
大
き
く
な

る
だ
ろ
う
、
き
っ
と
こ
の
木
を
見
る
と
、

「
記
念
式
典
の
時
、あ
ん
な
に
小
さ
か
っ

た
の
に
」
と
ぼ
や
く
の
だ
ろ
う
。
▽
某

テ
レ
ビ
番
組
で
、
十
数
年
前
、
宅
地
に

す
る
工
事
で
桜
の
木
が
切
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
当
時
、
高
校
生
の
お
嬢
さ

ん
が
、「
思
い
出
の
あ
る
木
な
の
で
、
切

ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と
手
紙
を
送
っ
た

と
こ
ろ
、
切
る
こ
と
な
く
現
在
、
春
に

は
満
開
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
る
。
一
人

の
思
い
を
大
切
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も

み
ん
な
の
利
用
し
た
い
よ
う
に
し
て
し

ま
う
か
。
一
人
の
た
め
に
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
こ
ん

な
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
は
。
こ
ん

な
大
き
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
私
は
小

心
者
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

『私は 事故らない』�
そういう君が一番危ない�

別海町の交通事故発生状況�
発生43件、死者６名、傷者52名�

前年同期比   （＋２）　　　  （＋２）　    　（－７）　　 　�

（平成13年１月１日～10月25日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ　保険料の納付期限が40年に少し足りません。で
きれば満額の年金をもらいたいので、60歳以降も保
険料を納めて加入期間を延ばし納付期間に足しても
らうことはできますか。
Ａ 60歳から65歳未満の人は国民年金に任意加入で
きます。
国民年金では日本国内に住所を有する20歳以上60

歳未満の人はすべて強制加入となっていますが、こ
の他に任意加入の制度もあります。これは、自己都
合により保険料を納め忘れ、受給するための条件で
ある25年を満たせない方や、すでに25年以上は納め
たがより高い年金をもらいたいという方々に対応す
るためです。
任意加入できるのは次のようになっています。

１，日本国内に住所がある60歳以上65歳未満の人
２，日本国籍をもち、海外に居住する20歳以上65歳

未満の人
３，日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の人で、

すでに厚生年金保険の老齢年金や共済組合の退
職年金を受けているため、強制加入から除外さ
れている人

なお、昭和30年４月１日以前に生まれたひとは、
65歳までに受給資格期間を満たせなかった場合、70
歳まで加入することができます。

社会保険事務相談所開設日
○日時／11月20日c 13時～17時
○会場／中標津経済センター
問い合わせ／国民年金担当（内線1225）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

町の花　センダイハギ�

寄
　
付

・
別
海
町

▽
北
海
道
富
士
電
機
㈱
（
札
幌
市
）
▽

小
野
寅
夫
さ
ん
（
中
春
別
）
▽
㈱
北
日

本
建
築
設
備
コ
ン
サ
ル
（
釧
路
市
）
▽

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
釧
路
営
業
所
（
釧

路
市
）
▽
㈲
道
東
石
材
（
別
海
常
盤
町
）

▽
ダ
イ
シ
ン
設
計
㈱
（
札
幌
市
）
▽
野

付
漁
業
協
同
組
合
（
尾
岱
沼
港
町
）
▽

雨
宮
印
刷
㈱
（
中
標
津
町
）
▽
㈱
オ
ー

レ
ン
ス
（
別
海
旭
町
）
▽
中
央
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
中
標
津
町
）

▽
大
地
み
ら
い
信
用
金
庫
（
根
室
市
）

▽
根
室
地
区
農
業
共
済
組
合
（
別
海
緑

町
）▽
別
海
町
内
農
協
連
絡
協
議
会（
別

海
常
盤
町
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
中
西
別
地
区
連
合
会
（
中
西
別
）
▽

信
夫
哲
男
さ
ん
（
本
別
）
▽
母
の
百
歳

記
念
を
祝
う
会
参
会
者
代
表
今
西
利
雄

さ
ん（
中
西
別
）
▽
伊
藤
和
雄
さ
ん（
豊

原
）
▽
碓
水
ミ
ナ
子
さ
ん
（
根
室
市
）

▽
岩
口
三
郎
（
別
海
常
盤
町
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
石
井
哲
雄
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
中
出

サ
キ
子
さ
ん
（
別
海
）
▽
田
中
秀
俊
さ

ん
（
西
春
別
駅
前
西
町
）
▽
及
川
章
子

さ
ん
（
西
春
別
駅
前
寿
町
）
▽
古
賀
か

つ
代
さ
ん
（
上
風
連
）
▽
岡
田
篤
さ
ん

（
別
海
寿
町
）
▽
希
美
窯
（
中
標
津
町
）

▽
菊
地
久
子
さ
ん
（
別
海
寿
町
）
▽
関

矢
正
敏
さ
ん
（
床
丹
）
▽
相
馬
明
さ
ん

（
本
別
海
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

広
報
べ
つ
か
い
十
月
号「
お
め
で
た
・

お
く
や
み
」
の
お
誕
生
お
め
で
と
う
で
、

安
達
理●

奈
ち
ゃ
ん
（
宏
樹
）
は
、
安
達

里●

奈
ち
ゃ
ん
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�




